付録 B : raidcmd 〕 マンドリファレンス 


raidcmd の〕マンドリファレンスです。 


物理デパイス番号について 

raidcmd には -p オプションという、物理デバイス番号を指定するオプションがあります。 

- P オプションロま、必ずな下の〕マンドを実行して出力される物理デパイス番号を指ましてください。 
物理デバイス番号は" e < エンクロージヤ番号 > s < スロット番号 >"としろ形式で表されます。 

[お式] 

raidcmd 


CC 


[概要] 

論理朽イブで整合性チェックを開始、もしくは実行中の整合性チ I ッウを停止します。 

[形式] 

raidcmd CC -c={a 111 < controlier> -1 = -i a 111 < loaicaldri ve> }} -op={start|stop} 


1 コマンドパラメータ 

説明 1 

-c={all|< controller j 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 
all :すべての RAID コントローラ 
《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 

-l={all \< loglcaldrive >} 

処理対象の論理ドライプを指定します。 

all : -C で指定した RAID〕 ントローラのすべての論理ドライブ 

< logical か ive > \論理ドライブ番号 

-op={start|stop} 

整合性チIックの開始、停止を指定します。 
start :開始 
stop :停止 


[説明] 

指定した論理朽イブで整合性チェックを開始します。もしくは、指ました論理ドライブで実行中の整合性チェッウを停止しま 
す。 

- C に all を指定した場合、- 1 は指まできません。 

[を件] 

整合性チェックの開始は、な下のを件の論理朽イブに実行できます。 

- RAID コントローラが整合性チェッウをサポートしている 
- RAID レベルが 0 な外 
- [Status] (ステータス)が [Online] (オンライン） 

-整合性チェックを実行してし々い 

整合性チェックの停山よ、な下のを件の論理ドライブに実行できます。 

- RAID 〕ントローラが整合性チェッウ、も'よび、整合性チェックを停止する機能をサポートしている 
- RAID レベルが 0 な外 

- [Status] (ステータス)が [Online] (オンライン)、もしくは、 [Degraded] (縮退） 

-整合性チェックを実行している 
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CCS 


[概要] 

パトロールリードをサポートしない、またはパトロールリードを無効に設定している RAID コントローラに存在する論理朽イブで 
整合性チェッゥを開始します。 

[お式] 

raidcmd ccs 

[説明] 

コンピュータにを在する RAID 〕ント□-ラのうち、バトロールリード機能をサポートしない、またはパトロールリードを無効に設定 
しているすべての RAID コントローラのすべての論理ドライプで整合性チェックを開始します。 

[を件] 

CCS コマンドによる整合性チェックは、な下のを件の論理ドライブに実行します。 

- RAID 〕 ントロ-ラがパトロ-ルリ-ドをサポートしてし、ない 
-パトロ-ルリードを無効に設定している 
- RAID コント□-ラが整合性チェックをサポートしている 
- RAID レベルが0な外 
- [ Status ] (ステータス) が [ Online ] (オンライン） 

-整合性チェックを実行していない 
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delld 


[概要] 

論理朽イブを削除します。 

[形式] 

raidcmd delld - じ二く controller - 1=< logicaldrive> [-y] 


1 〕マンドパラメータ 

説明 1 

- c =< controller > 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 

- 1=< logicaldrive > 

処理対象の論理ドライプを指定します。 

< logicaldrive > :論理ドライブ番号 

卜 y ] 

論理ドライプ削除の実行確認メツ t - ジを表示せずに、ただちに論理ドライプを削除しま 
す。 


[説明] 

指定した論理朽イブを削除します。 

削除できる論理朽イブ 

1つのディスクアレイに複数の論理朽イプが巧在する場合、ディスウアレイの最後尾に位置する論理ドライブのみ削除で 
きます。ディスクアレイの先頭、もしくは、途中に存在する論理朽イブは削除できません。 

ディスクアレイの削除 

指定した論理朽イブを削除すると、ディスクアレイに論理朽イブが1つも存在しなくなる場合、ディスウアレイも削除しま 
す。 


[条件] 

RAID システム管理モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 
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delscd 


[概要] 

SSD キャッシュ朽イブを削除します。 

[形式] 

raidcmd delscd -じ二く controller - 1=< logicaldrive > [- y ] 


〕マンドバ ラメー タ 説明 


- c =< controller > 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 

- 1=< logical 。。 ve > 

処理対象の SSD キャッシュドライプを指定します。 

< logicaldrive > :論理ドライブ香号 

[-y] 

SSD キャッシュドライブ削除の実行確認メクセージを表示せずに、ただちに SSD キャッシュ 
ドライブを削除します。 


[説明] 

指定した SSD キャッシュ朽イプを削除します。 

ディスクアレイの削除 

指定した SSD キャッシュ朽イブを削除すると、 SSD キャッシュディスウアレイも削除します。 

[を件] 

RAID コントローラのプレミアム機能 ( CacheCade ) が有効の場合のみ実行できます。 

RAID システム管理モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 
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econfig _ 

■ III I I ■ III I li ■ I wmmmmmm 


[概要] 

RAID コントローラで RAID システムを自動で構築します。 


[形式] 

raidcmd econfig 


[説明] 

指定した RAID コント ローラに RAID システムを自動で構築する r イージーコン フイ ヴレーシヨン」を実行します。イージーコン フイ 
ヴレーシヨンの詳細については、ユーザープガイドの 「 RAID システムを簡単に構築する」を参照してください。 
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help 


[概要] _ 

raidcmd のヘルプを表示します。 

[お式] 

raidcmd help < subcommand > 


1 〕マンドパラメータ 

説明 1 

く subcomman わ 

ヘルプを参照したい〕マンド名を指をします。 

省略するロマンドのリストをま示します。 


[説明] 

raidcmd の〕マンドのヘルプを表示します。 

〕マンドパラメータを指ませずに実行すると、〕マンドのリストを表示します。 
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hotspare 


[概要] 

ホットスペアを作成、解除します。 


[形式] 

raidcmd hotspare - c = く controller - p = < phvsicalaevice > - mr ="(_ make く diskarrayl 〉[,< diskarrayX >'\ ] | 
remove } [- y ] 


1 コマンドパラメータ 

説明 1 

-c = く controller 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 

《 controller 〉 : RAID コントローラ番号 

- P =< physicalde vice> 

処理対象の物理デバイスを指定します。 

<physicaldevice> :物理デバイス番号 

- mr={make 

ホットスペアの作成、解除を指定します。 

[-d 戸く diskarrayl> {，く diskarrayX>'\、\ 

make :作成 

remove } 

- a オプションのち無によ0、作成するホットスペアの種類(共用ホットスペア、専巧ホットス 
ペア)と専用ホットスペアの場合は対象となるディスウアレイを指定します。 

ホットスペアの作成の場合、 - a オプションが巧在しないときは、指定した物理デバ’イスで共 
巧ホクトスペアを作成します。 

ホットスペアの作成の場合、 - a オプションが巧在し、デイスウアレイを正し〈指定していれ 
ば、指定した物理デバイスでデイスウアレイのき用ホットスペアを作成します。 
< diskarrayl >, < diskarrayX > :ディスウアレイ香号 


remove :解除 

[-y] 

ホットスペア作成/解除の実行確認かセージを表示せずに状態を変更します。 


[説明] 

指定した物理デパイスで共用、またはま用ホットスペアを作成します。もしくは、指ました物理デバイスのホッにペアを解除し 
ます。 


[条件] 

ま用ホットスペアを作成する物理デパイスの容量は、ディスウアレイで使巧中の物理デバイスと同じ、もしくは、それな上であ 
る必要があります。 

RAID レベルが RAID 0の論理朽イブが存在するディスウアレイロま、き用ホットスペアを作成できません。 
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[概要] 

論理朽イブで初期化を開始、もしくは実行中の初期化を停止します。 

[お式] 

raidcmd init -じ二く controller - 1=< log tea Idn ve > - op ={ start | stop } [- im ={ rull | quick り [- y ] 


1 〕マンドパラメータ 

説明 1 

- c =< controller > 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 

《 controller 〉•. RAID コントローラ番号 

- 1=< logicaldrive > 

処理対象の論理ドライプを指定します。 

< logicaldrive > :論理ドライブ香号 

- op = istait | stop } 

初期化の開始、停止を指定します。 
start :開始 
stop :停止 

卜 im ={ full | quick }] 

初期化モードを指定します。 
full :完全 
quick :クイッウ 

-im を省略すると、 full を指定します。 

-im は、 - op=start のときのみ有効です。 

卜 y ] 

実行確認か t - ジを表示せずに初期化を開始します。巧期化の停止時は、 [- y ] を指 
定ずる、しないに関わらず実行確認メッ t - ジを表示しません。 


[説明] 

指ました論理朽イブで初期化を開始します。もし〈は、指ました論理朽イブで実行中の初期化を停止します。 

[を件] 

ネ刀期化の開脚ま、にね山 S ] (ステータス)が [ Online ] (オンライン)の論理ドライプに実行できます。 

巧期化の停止は、にね山 S ] ロテータス)例加 line ] (オンライン)、もしくは、 [ Degraded ] (縮退）の論理朽イブに実行でき 
ます。 






mkldc 


[概要] 

詳細なパラメータ指定で論理ドライブを作成します。 

[形式] 

RAID レペルが RAID 0、 RAID し RAID 5 、 RAID 6の論理ドライブを作成する場合 

raidcmd mkldc - c = く controller {- 9 二く physicaldevicel 〉 、, < physicaldeviceX > , ... ,< physicalcleviceZ >~\ \ 
-^=< diskarray > } - rl ={0 | 1 | 5 | 6} [- cp =< capacity >^ [-ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 256 | 512 | 
1024}] [- cm={auto | writeback | writethru }] 卜 im={full | quick }] [- y ] 

RAID レペルが RAID 10 の論理ドライブを作成する場合 
raidcmd mkldc - c = く controller -p= < physicaldevicel >, 

< phvsicaldevice 2> ,< physicaldevice 3 >,<physicaldevice 4> - rl =10 [-ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 
256 I 512 I 1024}] [- cm={auto | writeback | writethru }] 卜 im={full | quick }] 卜 y ] 


RAID レペルが RAID 50 の論理ドライプを作成する場合 
raidcmd mkldc - c =< controller > 

- p = < physicalclevicel >,< physicaldevice 2>, < physicalclevice 3>, < physicaldevice か,く physicdldevice 5>, < pnysi 
caldevice6 〉 {，•••，く physicaldeviceX >、 - rl =50 [-ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 256 | 512 | 1024}] 
[- cm={auto I writeback I writethru }] 卜 im={full | quick }] [- y ] 


コマンドバラメータ 説明 


- にく controller 論理ドライプに使う物理デパイスを接続して し、 る RAID コントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 

RAID レベル RAID 0、 RAID し RAID 5、 RAID 論理ドライブを作成する物理デバイスもしくは、ディスウアレイを指定します。 

6の論理ドライプを作成 作成する RAID レベルにより指定方法が異なります。 

{- p = <physicafclevicel> 物理デパイスを指定するときは、 - p オプションを使ぃます。 

[ ,<physicaldeviceX>, ... ，く physicaldeviceZ く physicaldevicelA3, 4 ふ 6 乂 Z> \ 物理デパイス香号 
>] I -a=<diskar 阿い } 物理デバイスは","で区切ります。 

ディスウアレイを指定するときは、 - a オプションを指定します。 

RAID レベル RAID 10の論理ドライブを作成 く diskarra い .. ディスクアレイ番号 

-P =< physicaldevice 1 >,< physicalaevice2> 

< pnysicaldevice3>, < pnysicaldevice4> 


RAID レペル RAID 50 の論理ドライブを作成 
- p =< physicalde vicel >,< physicaldevice 2 >, 

< physica / device 3>, < physicaldevice 4>, 

< physicaldevice 5>, < physicaldevice 6> 

し < physicalcleviceX > ] 

- rl ={0 I 1 I 日 I 6 I 10 I 50} 作成する論理ドライプの RAID レベルを指定しまず。 

0 : RAID 0 
1 : RAID 1 

5 : RAID 5 

6 : RAID 6 
10 : RAID 10 
50 : RAID 50 

[- cp =< capacity >] 作成する論理ドライプの容量を指定します。 

< capacity > :容量(単位： GB ) 

-cp を省略すると、最大容量で論理ドライブを作成します。 

[- ss={l I 2 I 4 I 8 I 16 I 32 I 64 I 128 I 256作成する論理ドライプのストライプサイズを指定します。 

I 512 I 1024}] 1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB 

-SS を省略すると、 RAID 〕ン阳ーラの既定値を指定します。 

卜 cm={auto I writeback | writethru }] 作成する論理ドライプのキャッシュモードを指定します。 

auto :自動切替 
writeback : Write Back 


writethru : Write 1 hrough 

- cm を省略すると 、 RAID IT ノトローラの既定値を指定します。 
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コマンドバラメータ 

説明 1 

[- im = 

={full 1 quick }] 

作成する論理ドライプの初期化モードを指定します。 

full :完全モード 

quick :クイックモード 

- im を省略すると、 full を指定します。 

卜 y ] 


論理ドライブ作成の実行確認メッ t - ジを表示せずに、ただちに論理ドライプを作成し 
ます。 


[説明] 

論理朽イブで使うバラメータを詳細に指まして論理ドライブを作成します。 

raidcmd は、論理ドライブを作成し、初期化を開始したら終了します。初期化の進极状況と結まは、 " opiist " コマン 
ド、 " property " コマン ドで確認します。 

作成できる RAID レペル 

RAID 0、 RAID し RAID 5、 RAID 6、 RAID 10、 RAID 50 
選択できる物理デバイス 

[Status] (ステータス)洲 Ready] (レディ)の物理デバイス 
全面ほってし々い物理デバイス 
選択できるディスウアレイ 

ディスクアレイのモ端に空き領域があるディスクアレイ。作成する論理ドライブの RAID レベルは、同ーディスウアレイ上に 
すでに存在する論理朽イブと同じ RAID レベルである必要があります。 

作成するディスクアレイと論理朽イブの構成 

ディスクアレイを新規に作成する場合、指定した物理デバイスで、1つのディスクアレイ、1つの論理朽イプを作成しま 
す。 

RAID レベルが RAID 10、 RAID 50 の論理朽イブの容量 

RAID レベルが RAID 10、 RAID 50 の場合、物理デバイスの全面を使って論理朽イブを作成します。容量は指定でき 
ません。 


[を件] 

RAID システム管理モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 
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mkids 


[概要] 

簡単なパラメータ指まで論理ドライブを作成します。 

[お式] 

raidcmd mkids - c = く controller - p = < physicaldevicel >, く physi 胡 Idevice わ 
\_,< physicaldeviceX >, ... , < physicaldeviceZ > ] - rl={l | 5} 卜 y ] 


コマンドバ ラメー タ 説明 


- c = く controller 論理ドライプに使う物理デパイスを接続して し、 る RAID コントローラを指定しまず。 

《 controller 〉 \ RAID コント ローラ 番号 

- 9 = く physicaldevicel 〉 ,< physicaldevice 2> 論理ドライプを作成する物理デバイスを指定します。 

I , く physicaldevice か，... ,< physicaldeviceZ > < physicaldevicelAX ，を ’.物理デバイス香号 
] 物理デバイスは","で区切ります。 

- rl={l I 5} 作成する論理朽イプの RAID レペルを指定します。 

1 : RAID 1 


5 : RAID 5 

[- y ] 論理ドライブ作ホの実行確認メッセージを表示せずに、ただちに論理ドライプを作成し 

ます。 


[説明] 

論理朽イブで使う物理デパイス、 RAID レベルの2つのパラメータ丹寸で簡単に論理朽イプを作成します。 
raidcmd は、論理ドライブを作成し、初期化を開始したら終了します。初期化の進极状況と結まは、 " optlist " コマン 
ド、 " property " コマン ドで確認します。 

作成できる RAID レペル 

RAID し RAID 5 
選択できる物理デバイス 

[ Status ] (ステータス)洲 Ready ] (レディ)の物理デバイス 
全面使ってし々い物理デバイス 
作成するディスクアレイと論理朽イプの構成 

指定した物理デパイスで、1つのディスクアレイ、1つの論理ドライブを作成します。 

その他のパラメータ 

な下の設ミで論理朽イブを作成します。 

容量：物理デバイスの全面を使ス論理朽イブを作成します。具体的な容量は、 RAID レペルによりみまります。 
ストライプサイズ： RAID コント□-ラの既定値 
キャッシュモード： RAID コント ローラの 既を モード 
初期化 モード： 完全 
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mkscd 


[概要] 

SSD キャッシュドライブを作成します。 

[形式] 

raidcmd mkscd - c -< controller > - p = < physicaldevicel > [,< physicaldeviceX >, ... ,< physicaldeviceZ >] [- y ] 


1 〕マンドパラメータ 

説明 1 

- Q =< controller > 

SSD キャッシュドライプに使う物理デバイスを接続している RAID コントローラを指 
定します。 

< controller > : RAID コントローラ番号 

- p =< physicalclevicel > 

SSD キャッシュドライブを作成する物理デバイスを指定します。 

[,< physlcaldeviceX > , ... ，く physicaldevice く physicaldevicel , X , Z > \ 物理デバイス番号 

刮 

物理デバイスは","で区切ります。 

[-y] 

SSD キャッシュドライブの作ホの確認メッセージを表示せずに、ただちに SSD キャッ 
シュドライブを作成します。 


[説明] 

SSD キャッシュドライブで使うソリツドステートドライブを指定して、 SSD キャッシュドライプを作成します。 


選ができる物理デバイス 

[デバイスタイプ]が [ HDD ( SSD )] の物理デバイス 
[ Status ] (ステータス)洲 Ready ] (レディ） の物理デバイス 
全面使ってし々い物理デバイス 
SSD キャッシュ朽イブの容量 

物理デバイスの全面を使って、 SSD キャッシュドライプを作成します。 

[を件] 

RAID コントローラのプレミアム機能 ( CacheCade ) が有効の場合のみ実行できます。 
RAID システム管理モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 


12 









opiist 


[概要] 

RAID 〕 ントローラで動作しているオペレーシヨンの一覧と進抄状況を表示します。 

[形式] 

raidcmd opiist 
[説明] 

RAID 〕 ントローラで動作しているオペレーシヨンの一覧と進极状況を表示します。 

表示するオペ レーシヨ ン 

ネ刀期化、化’ルド、整合性チェック 
終了したオペ レーシヨ ンの表示 

opiist は、実行中のオペ レーシヨ ンのみ表示します。終了したオペ レーシヨ ンは表示しません。 
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optctrl 


[概要] 

RAID コント ローラの オプション パラメー タを設定します。 

[形式] 

raidcmd optctrl く controller {- ip={high | middle | low } | - rp={high | middle | low } | - ccp={high | 
middle I low } | - pr={enable | disable } | - prp={high | middle j low } | - be={enable | disable } | - psd={none | 
hotspare } | - dst ={0.5 | 1 | 2 | 4 | 8} } 


1 コマンドパラメータ 

説明 1 

-c = く controller 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 

- ip={high 1 middle | low 少 

初期化優先度を指定します。 
high :高 
middle :甲 
low :低 

- rp={high | middle | low } 

リビルド優先度を指定します。 
high :高 
middle :甲 
low :低 

- ccp={high 1 middle | low } 

整合性チェック優先度を指定します。 
high :高 
middle :甲 
low :低 

- pr={enable | disable } 

パ阳ールリードの実行有無を指定する。 
enable :有効 
disable :無効 

- prp={high | middle | low } 

パ阳ールリード優先度を指定する。 
high :高 
middle :甲 
low :低 

- be={enable 1 disable } 

プザーの有効、無効を指定する。 
enable :有効 
disable :無効 

- psd={none 1 hotspare } 

電源制御対象デパイスに HDD 電源制御の有効、無効を設定する。 
none :電源制御対象デバイス（なし） 
hotspare :電源制御対象デバイス（ホットスペア） 

- dst ={0.5 1 1 1 2 1 4 1 8} 

省電力移行時間を指定します。 

0.5 : 30分 

1:1時間 

2:2時間 

4:4時間 

8:8時間 


[説明] 

指定した RAID コントローラのオプションパラメータ彻期化優先度、リビルド優先度、整合性チェッウ優先度、パトロールリード 
実行、パ阳ールリード優先度、ブザー有効/無効、 HDD 電源制御、および、省電力移行時間)を設定します。 

-度に設定できるパラメータは1つです。複数のパラメータを同時に設定できません。 

[を件] 

RAID システム管理モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 
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optid 


[概要] 

論理ドライブのオプションパラメータを設をします。 

[お式] 

raidcmd optid - c = く controller - I =< loaicaldrive > - cm={auto | writeback | writethru } 


1 コマンドパラメータ 

説明 1 

- c =< controller > 

- 1=< logicaldrive > 

- cm={auto 1 writeback | writethru } 

姐理対象の RAID コントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 
她理対象の論理ドライブを指定します。 

< logicaldrive > :論理ドライプ番号 
キャッシュモードを指定します。 
auto :自動切替 
writeback : Write Back 
writethru : Write Throuah 


[説明] 

指定した論理ドライブのオプションバラメータ (キャッシュ モード)を設定します。 

[条件] 

RAID システム管理モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 
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property 


[概要] 

RAID コントローラ、ディスクアレイ 

、論理朽イ义物理デバイスのプロバティを表示します。 

[形式] 



raidcmd property -tg= { all | rc 卜 c=<c 。 / が厂口 // が >] | da -c 二く controller 卜 a=<^ / ぷ /r みク ] | Id 
- じ二く controller [- \=<logicalclrive>~\ \ pd -Q=<controller> [-p= く physicaldevice〉、} 


コマンドバ ラメー 5 説明 


- tg=all 

- tg = i"c L - c = < controller >} 

すべての RAID システムのプロバティを表示します。 

RAID 〕 ン阳ーラのプロバティを表示します。 

-〔で RAID 〕ントローラ番号を指定すると、特定の RAID 〕ントローラのプロバティを表示しま 
す。 

- C を省略すると、すべての RAID 〕ントローラのプロバティをま示します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 

- tg=da - c =< controHer > 

卜 a =< ゴ M がない] 

ディスウアレイのプロバティを表示します。 

-〔で RAID 〕ントローラ番号を指定します。 

- a でディスウアレイ香号を指定すると、特定のディスウアレイのプロバティを表示します。 

- a を省略すると、 - C で指定した RAID コントローラのすべてのディスウアレイのプロバティを表 
7 F します。 

< controHer > : RAID コントローラ番号 

- tg=ld - c =< controller > 

卜 1=< loglcaldrive >] 

< diskarray > :ディスウアレイ番号 
論理ドライブのプロパティを表示します。 

-〔で RAID コントローラ番号を指定します。 

-1 で論理ドライブ番号を指定すると、特定の論理ドライブのプロパティを表示します。 

-1 を省略すると、 - C で指定した RAID 〕ントローラのすべての論理ドライブのプロパティを表示 
しまず。 

< controHer > : RAID コントローラ番号 

- tg=pd - c =< controller > 
i - p = く physicaldevice 〉、 

< logicaldrive > :論理ドライブ香号 
物理デパイスのプロパティを表示します。 

-〔で RAID コントローラ番号を指定します。 

- P で物理デバイス番号を指定すると、特定の物理デパイスのプロパティを表示します。 

- P を省略すると、 - C で指定した RAID 〕ン阳ーラのすべての物理デバイスのプロパティを表 
7 F します。 

< controHer > : RAID コントローラ番号 
< physicaldevice > :物理デパイス番号 


[説明] 

RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドライ义物理デバイスのプロバティを表示します。 

コンピュータに接続している管理対まの RAID システムすべて、もしくは、特定の RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドラ 
イブ、物理デバイスのプロバテイを表示できます。 
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rebuild 


[概要] 

物理デパイスを化’ルドします。 

[形式] 

raidcmd rebuild -にく controller - p = < physicaldevice > - op ={ start | stop } 


1 〕マンドパラメータ 

説明 1 

- c =< controller > 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 

《 controller 〉•. RAID コントローラ番号 

- p=<physical 日 evice > 

処理対象の物理デパイスを指定します。 

< physicaldevice > :物理デバイス番号 

- op = istait | stop } 

リビルドの開始、停止を指定しまず。 
start :開始 
stop :停止 


[説明] 

指定した物理デパイスでリビルドを開始します。もしくは、指ました論理朽イブで実行中のリビルドを停止します。 

[条件] 

RAID システム管理モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 

リビルドの開始は、物理デバイスの [ S ね tus ] (ステータス）洲向 led ] (故障)、かつ、その物理デバイスが構成する論理朽イ 
ブの [ Status ] ロテータス)が [ Degraded ] (縮退)のときに実行できます。 
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refresh 


[概要] 

RAID 〕ントローラのバッテリをリフレッシュします。 

[お式] 

raidcmd refresh - c = く controller [- y ] 


1 〕マンドパラメータ 

説明 1 

- c =< controller > 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 

卜 y ] 

パ、灯リリフレッシュの確認メッ t - ジを表示せずに、ただちにパクテリリフレッシュを開始しま 
す。 


[説明] 

指定した RAID 〕ントローラでバッテリリフレッシュを実行します。 

[を件] 

バッテリを接続してし巧 RAID コントローラがパッテリリフレッシュをサポートしている場合のみ実行できます。 
RAID システム管理モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 
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refreshs 


[概要] 

バッテリリフレッシュをサポートしている RAID コントローラにバッテリリフレッシュを実行します。 

[形式] 

raidcmd refreshs 

[説明] 

バッテリが接続されてし、る RAID コントローラのうち、バッテリリフレッシュをサポートしてし、るすべての RAID コントローラでパッテリ 
リフレッシュを実行します。 

[を件] 

バッテリを接結している RAID コントローラがパかリリフレッシュをサポートしている場合のみ実行します。 
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rescan 

[概要] 

Universal RAID Utility の RAID システム管理情報を最新の内容に更新します。 

[形式] 

raidcmd rescan 
[説明] 

Universal RAID Utility が管理しているすべての RAID システムから収集した構成情報、状態情報をすべて収集しなわし、 
Universal RAID Utility の管理情報を最新の状劇こします。 
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runmode 


[概要] 

raidcmd の RAID システム管理モードを変更します。 

[お式] 

raidcmd runmode [- md ={ a | s }] 


コマンドバラメー5 


[- md ={ a | s }] 


変更する RAID システム管理モードを指定します。- md オプションを指定しない場合、現 


在の RAID システム管理モードを表示します。 


a :アドバンストモード 
S :スタンダードモード 


[説明] 

raidcmd の RAID システム管理モードを変更、もしくは、現在の RAID システム管理モードを表示します。 

変更後のモードの有効期間 

RAID システム管理モードは、 runmode コマンドにより RAID システム管理モードを変更するまで有効です。コンピュータ 
を巧起動しても RAID システム管理モードは変更しません。 
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sbuzzer 


[概要] 

障害発生時などに鳴る RAID コントローラのブザーを停止します。 

[お式] 

raidcmd sbuzzer -に く controller 


1 〕マンドパラメータ 

説明 1 

- c =< controller > 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 

く controller .. RAID コントローラ番号 


[説明] 

指定した RAID 〕ントローラで鳴っているブザーを停止します。 

本〕マンドは、ブザーが鳴っていないときに実行しても正常終了します。 
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slotlamp 


[概要] 

物理デバイスを実装している本体装置、エンクロージャの DISK ランプを点な、消灯します。 

[お式] 

raidcmd slotlamp -じ二 < controller - p = < phvsicalaevice > - sw =-! on | off } 


1 〕マンドパラメータ 

説明 1 

- c =< controller > 

- p=<physical 日 evice > 

- sw ={ on | off } 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 

< controller > : RAID コントローラ番号 
処理対象の物理デパイスを指定します。 

< physicaldevice > :物理デバイス番号 
ランプの点灯、消灯を指定します。 
on :点灯 
off ： 消な 


[説明] 

指定した物理デパイスを実装している本体装置、エンウロージャの DISK ランプを点灯、もしくは、ミ肖なします。 
すでに DISK ランプが点なしているときに、 - sw = on で点灯を実行しても、 raidcmd は正常終了します。 
すでに DISK ランプが消灯しているときに、 - sw = off で消灯を実行しても、 raidcmd は正常終了します。 
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stspd 


[概要] 

物理み \| イスを強制的にオンライン状態、故障が態に変更します。 

[形式] 

raidcmd stspa -じ二 < controller - p = < physicaldevice > - st ={ online | offNne } 卜 y ] 


1 コマンドパラメータ 

説明 1 

- c =< controller > 

姐理対象の RAID コントローラを指定します。 


《 controller 〉 \ RAID コントローラ番号 

- p=<physical 日 evice > 

他理対象の物理デパイスを指定します。 


< physicaldevice > :物理デパイス番号 

- st ={ online | offline } 

変更する状態を指定します。 


online :オンライン 


offline :故障 

[-y] 

状態変更の実行確認メッ t - ジを表示せずに状態を変更します。 


[説明] 

指定した物理デバイスの [ S ね tus ] (ステータス)を [ Online ] (オンライン)、もしくは、 [ Failed ] (故障)に変更します。 

[条件] 

RAID システム管理モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 
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コマンドなし 


[概要] 

Universal RAID Utility のパージョンわよび RAID システムの構成をツリー表示します。 

[お式] 

raidcmd 

[説明] 

インストールしている Universal RAID Utility のパージョンと、 RAID システムの構成をツリー状に表示します。 
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